「20世紀と昭和の歴史」　　　立花隆教授　　　　＊印　筆者（辻野長）独感
第9回　2009・6・11（木）　　　　
＜時事＞・足利冤罪事件の菅家さん釈放される、警察謝罪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・鳩山邦夫総務大臣、郵政西川社長問題で辞任
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・千葉市長選で民主、社民の推薦候補当選
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・マリナーズイチロー連続安打更新中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・記録映画「嗚呼・満蒙開拓団」（８０歳女性監督）
封切が話題になり、ＮＨＫの夕方のニュースで
特集。開拓団の生き証人の監督作品。
＜イントロダクションと復習＞
アメリカは（何度も申し上げるが）セオドア・ルーズベルト大統領時代に世界に台頭した。
第一次世界大戦以前は、北米大陸の東岸（ボストンあたり）のほんの小さな「英領コロニー（占領地）」でしかなかったが、フレンチインディアン戦争などを経て、西へ西へと領土を拡大していく。広大な面積を持つルイジアナやヴァージニア（現在とは比較にならない位の面積）を獲得て西進していった（西部開拓史）。
なぜ、大英帝国が出来たのか？7つの海を支配する制覇、覇権をかけたのか？
それは、参考文献・「興亡の世界史」全21巻の中の16巻「大英帝国という経験」講談社
に詳細が記されているので、勉強なされるとよい。これに「なぜ？大英帝国が出来たのかからの歴史の顛末が書かれている。（英国は、アメリカ大陸をあきらめた？後述A に結論）
ルイジアナは以前にも言ったが、仏の植民地だった。州名の語源は仏の「ルイ王朝」の
「ルイ」からきている事は簡単に想像できるでしょう。
ルイ王朝が終わり、ナポレオンが政権をとった時期には、仏は内政や欧州大陸の事で必死であり米大陸の問題は二の次であった。

たぶんナポレオン3世の時代だったと思うが「二束三文」で英領（アメリカ）に売却した。
これで、米国の北米における領土拡大は決定的になった。
余談だが、ルイジアナは「ルイ」、ヴァージニアの語源は当時の英国女王が「ヴァージン」
であった事から命名された土地の名前である。
後にメキシコとの戦争で（米墨戦争）はカリフォルニア州、メキシコ州、ニューメキシコ州と領地を拡大してゆき、現在のアメリカ合衆国を形成してゆく。
＊アメリカの開拓民の拡大でメキシコ方面への移住が増加しメキシコから独立しようとした戦いを映画化した「アラモ」。（ジョン・ウエイン主演、主題歌　ブラザーズ・フォー）

立花先生が比喩でよく出だされるアメリカのハリウッドの西部劇。
音楽は、日本でも有名なフォークバンド「ブラザーズ・フォー」の主題歌。

その戦いで殺されたデイビー・クロケットの英雄伝説が生まれる。
1.アメリカ開拓史
a.最初に新大陸に入植したフランスは原住民のインディアンとは比較的関係がよく、英国領の開拓拡大時代には、インディアンは仏側について英領植民地（米国）と戦った。
インディアンは先住民で、侵略される被害者側なのに、ハリウッド映画での
「インディアン」の扱いはいつも悪役である。

＊西部劇でのよくあるシーンは、突然、弓矢が白人女性の近くに突き刺さり、「ヤッホー」と叫びながらインディアンが女性や子供を誘拐、略奪する。そうすると「カッコいいカウボーイが、女性を奪還し、再び平和が戻る・・」という、同じような演出のパターンが多かった様な記憶がある。
私の幼い頃の「戦争ごっこ」では、ジャンケンで負けた方が「インディアン役」勝った方が「カウボーイ役」だった事が、今更のように「映像の怖さ」「映像と音楽に演出された、洗脳能力の危険さ」を、この授業を通して改めて発見する。

ナチスの宣伝大臣ゲッベルスの制作記録映画、ハリウッド映画そして日本の戦意を鼓舞する映画なども同じ「得する側の論理」で作られている。
＊現在も、テレビという映像媒体で、「編集の妙」「何回も同じシーンの繰り返し」の手法
「個人情報保護法」の美名の下の「匿名性、モザイクで顔を隠し音声を変えての証言」と繰り返し繰り返し電波で流される「情報演出映像の危険」がいっぱい有るだろう。
この「20世紀と昭和」の歴史の勉学を通して、現代社会の現象を「合わせ鏡の様に見比べる力をつける授業」として、私はこの先生の講義を受けていると言っても過言では有りません。この「怪しげな現代のマスコミ」を見透かす為のこの現代を見る授業。ＴＴ独感

・「大陸横断鉄道の建設と完成」が米国資本主義の発展に大きく寄与した。1869年に完成。
1869年は1868年明治維新の翌年である。

金脈、金鉱の発見と発掘に湧き（ゴールドラッシュ）人々は西部へ大勢進んでいった。
この西部への移動でその土地の原住民だったシャイアン族などの必死の抵抗があったが

最大の抵抗原住民の「英雄ジェロニモ」との戦いが最後でほぼ現在のアメリカが白人の手中に入った。
b.大陸横断鉄道建設が米国を世界の覇者に押し上げていった
　大陸横断鉄道の建設は、米政府が、その建設土地を無償で提供し、建設援助をした国家的プロジェクト。

　

その頃の米国のビジネスは、「牛の大量集団移動」が莫大な利益を上げた、いわゆる
「カウボーイ」。

広大な大陸で、南部で牧畜されていた牛を北部の工業地帯に運べば、大きな利益が上がる。

南部で1頭３～４ドルの牛が北部に持って行けば、１頭40ドルに跳ね上がる価格になる。

「カウボーイ業」はこの牛を大量に北部に移動、追いやる仕事によって、巨額の富を得ることが出来た。（例・1頭35＄×20万頭＝700万＄の大儲け）
投げ縄やムチを使って、野宿しながら、牛の群れを運ぶ。26万頭を北部に運び、巨額の利益になった実例がある。
アイデアと冒険が有ればビジネスチャンスが生まれるのが当時のアメリカの実情である。ゴールドラッシュ（金鉱、砂金）しかりである。

このようなビジネスで米国は、農業国から工業国への変貌を遂げてゆき18世紀末には

工業生産と農業生産の生産力の比率は2：1になり、英仏両国の工業生産量を合わせた生産力をも超えて、米国は世界第一の工業国となった。
その理由は豊富な資源と「安価な労働力」である。
「奴隷制度の黒人労働力」と「移民」が「安い労働力」の確保になった。

中国人移民も多く、米国のあらゆるところに「チャイナタウン」が有るのがその名残である。日本人移民も例外ではない。(リトル・トウキョウ・タウン)
しかし流入しすぎる移民の制限が実施され、後の日米摩擦関係悪化の一因になった。

米東海岸のニューイングランド地方では、造船業を基軸とした工業化が進歩し、英国が船舶、軍艦の所有の半分以上を米国から購入するという事態になるほどであった。
　このように植民地であるアメリカが工業的に優位性を確立して力をつけた。

イギリス本国がフランス領とインディアンとの戦争で戦費の負債が多くなり、13植民地（アメリカ）への新税負担等の要求や強要が多くなった。このような摩擦と植民地側の反発で暴発したのが「ボストン紅茶事件」（1773年）。
この事件が、「独立戦争」（1775年～1783年）の引き金になった。

英国はアメリカという植民地を失ったことで、7つの海を支配するインド等の大英帝国
の拡大に走っていく。（前出A）
c.南北戦争（1861年～）　
　北部の工業地域と農業の南部との対立が原因。

　米議会で北部に有利な立法がどんどん成立してゆき、対立が激化し、開戦。

工業圏の北部が勝利する。
　　
　1861年はちょうど日本の幕末、ペリー浦賀へ黒船の来航時期と符合する。

2.ナチスドイツのヒトラーの動きと流れ
　（ＤＶＤ画面で当時のプロパガンダ記録映像を見ながら・・・・）

　
（注）映像で「南京大虐殺」のプロパガンダでない、ある記者が密かに撮ったフィルム

　　などを見る。「南京大虐殺」は事実だったか、はたまた事実無根のねつ造で有ったのか

の議論は数十年続いているが、直近の出版、秦郁彦著の『南京事件―「虐殺」の構造』は再販に再販を重ね、2007年版には、事実派、ねつ造派の双方の言い分意見を取り入れて書いてある。

大虐殺（中国側発表の30万人の殺戮）と誇大したものであろうが無かろうが、少なく

とも、うん10万人の単位で有ることは事実であろう、虐殺・・・と言える事実ではな

いだろうか。「世界の常識と日本の常識」のギャップが問われる。
a. 第二次大戦で疲弊し、貧困に陥ったドイツが民族の生存権の確保を賭けて、失地回復をする為、ヒトラーの周辺諸国への侵攻が始まる。
「わが闘争」に記されている東欧、ロシアの獲得は貧困化したドイツの「生存権」

の確保を名目に、「ラインラント（非武装地帯）」へ侵攻開始。

ラインラントの侵攻と制圧は、大した軍事力の行使はしていなくても、意外と容易に占領する。

（注）ラインラント・・・ライン川沿岸一帯の地域で、神聖ローマ帝国の主部。
先にも述べたがラインラント地域の占領はさした軍事力エネルギーは無で制圧した。

というのは、この地域は、元々ドイツ語圏（ゲルマン民族）の居住地域であり、

「侵略された！」というより、ヒトラーが「失地回復してくれた」と云う感覚で

抵抗は少なかったのである。

ヒトラーとしては「ラインラントの奪還は、神聖ローマ帝国の再興」と云う大きな

意味があった。

b. スペインの内乱（1936年～1939年）
　「スペイン内乱」。

人民戦線政府軍（社会主義共産政権）にフランコ将軍率いる反乱軍（ファシズム）の

戦いで第二次大戦の前哨戦であった。

政府軍はソ連などが支援、ファシズムのドイツ、イタリアが支援した社会主義と

ファシズムの対立の構造である。
フランコ将軍の勝利で結末がつき、スペイン共和制が崩壊。

＊アーネスト・へミングウエイの原作で映画化された名画『誰の為に鐘が鳴る』
（主演・ゲイリー・クーパーとイングリッド・バーグマン）で描かれている。

スペインのゲルニカでの戦い悲惨さを、巨匠ピカソが渾身の力で描いたのが
有名な絵画「ゲルニカ」。凄まじい戦争の悲劇や残酷な屍が抽象的に描かれている

大作。

ゲルニカの殺戮は虐殺であるが「大虐殺」と呼ぶには、その後のユダヤ人虐殺、

南京大虐殺、さらにはヒロシマ、ナガサキの原子爆弾の投下等と比べれば、振り返っ

てみれば小規模ともいえるだろう。

しかしこのゲルニカの経験、実態が以降の「戦争の概念」に大きく影響を残した意味

として、戦争に対する大きな変化を及ぼした虐殺である。

c. 対共産戦線が生まれる（日独伊防共協定）
スペイン内乱以降、ファシズム対コミンテルンの構図が明確になり、「日独伊防共協定」アンチコミンテルン協定ができる。
　

　　　　　　　　　　　　　第9回講義　終
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